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平成27年度の『人間社会学部紀要』は，4学科から9本の論文がい充実したものとなった。
同時に，各学科の教員の研究の特色とカリキュラムの特色が伺える内容となり，それぞれの学科が
若手からベテランの研究者である教員によって，充実した教育を前向きに志向していることが示さ
れた。各学科の検討ぶりに益々期待すると同時に，ご多忙な中，ご投稿くださった先生がた，編集
をご担当くださった先生がたに感謝したい。（志摩）
心理学科からは，今号へ論文3本の投稿があり，厳正な査読を経て掲載の運びとなった。執筆者，
査読者の先生方に御礼申し上げる。心理学科では，従来のキャリア支援に加えて，本年度は10月
に「先輩に聞こう！心理学を活かした働き方」，2月に「心理学科心理専門職ガイダンス」を新た
に実施し，キャリア支援の強化を図った。一方，本年度は，長年に亘って懸案であった心理職の国
家資格が，紆余曲折を経て公認心理師法として成立した。来年度以降，公認心理師の資格取得に対
応するカリキュラムの整備等，心理学科としての新しい方向性を打ち出すことが求められる。（島谷）
福祉社会学科からは若手研究者より論文3本を投稿いただいた。若林八重田論文は，企業での
障害者就労の適応とサポートという先端研究であり実証的研究としてきわめて興味深い。また中土
論文では盲導犬の普及と課題について歴史的経緯を踏まえながら論じている。希少価値のある論文
である。最後に李論文は韓国と日本の国際比較研究であり，アクセス権と自己選択権，権利擁護と
いった論点から両国の課題を浮き彫りにしている。いずれの論文も，我が国の抱えている政策的弱
点を論証し指摘する意欲的なものである。資格制度教育がとかく中心になる学科ではあるが，常に
社会を批判的に見る目を教育の中核とすることが求められる。（高橋）
現代教養学科からは2本の投稿があった。福田論文は文学研究の分野から日本人作家の作品を
「戦時下における新聞のメディア戦略」という観点で考察，清水鈴木論文は新聞メディアの分野
から「地域ジャーナリズムの実践と新聞ビジネスの可能性」について地方紙を例に考察し，厳正な
査読を経て掲載の運びとなった。後者の執筆者清水真先生は現代教養学科のメディアスタディー
ズにおいて地方紙研究や被災地支援活動を学生とともに熱心に行うなど今後の活躍が期待されてい
たが，はからずも本稿が遺稿となった。心よりご冥福をお祈り申し上げる。（フフバートル）
初等教育学科からは今号に論文1本の投稿があり，厳正な査読を経て掲載のはこびとなった。刊
行まで導いてくださった各氏に，記してお礼申し上げる次第である。今年度，初等教育学科は学部
になって10年目を迎えた。恒例となったボストン昭和での「アメリカ初等教育演習」はこの3月
で7回，館山の望秀海浜学寮での「館山プログラム」は昨年の8月で10回の実施となった。大学
内での座学にとどまらず，小学校や地域でボランティア活動をしたり，アジアへの短期留学に出る
学生も出てきた。いずれの経験も，学生を大きく成長させ，子どもを導く教員，保育者になった時
の心の栄養になっている。学生が社会で求められる人材となって卒業できるよう教職員一同，力を
合わせていきたいと考えている。（豊田）
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